
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

 かりいほ便り 

令和３年１２月３０日 

 第２４号  

久しぶりの面会 

 

新型コロナウイルスが蔓延後、かりいほにおいても、面会を自粛していました。リスクを

回避する手段とはいえ、利用者の方にとっても、保護者の方にとっても辛いことだったと思

います。 

１０月から全国的にも感染者の数が減り、一般的には旅行なども再開されている状況を鑑

み、かりいほでも一時的に面会を再開しました。 

保護者の皆さま方におかれましては、検温や消毒の徹底や、面会時間の制限などご負担を

おかけしましたが、快くご協力いただいたことを感謝申し上げます。 

久しぶりの面会で感極まった人、久しぶり過ぎて緊張していた人、以前と変わらぬ様子で

話せた人、それぞれ反応も違っていましたが、喜びは皆一様だったように感じます。 

今後も感染状況などを見極めながら、面会を含めたコロナ対策を検討していきたいと思い

ますので、引き続きご協力お願いいたします。 



 

 

   

 

 

   

社会福祉士実習生受け入れ 

今年も日本社会事業大学の学生を、社会福祉士の資格取得に必要な相談援助実習として

受け入れました。かりいほで学んだことを活かし、それぞれの就職先で活躍されることを

お祈り申し上げます。 

福祉援助学科３年 

小林明日香 

かりいほで生活を一

緒にさせていただき、

利用者の障害特性や性

格、生活歴などから多

面的に考察し、現状を

捉えること、利用者一

人ひとりと意図をもっ

て関わる必要があるこ

とを学びました。 

 

福祉計画学科３年 

高篠尚樹 

利用者にとっての良

い支援をするために、

一人ひとりの特性・人

生を理解することの大

切さを学びました。ま

た、利用者に変わって

もらうために、支援者

の姿勢が大切なのだと

分かりました。 

 

福祉援助学科３年 

石田和美 

その人に寄り添い共

に過ごす時間をつくる

ことで、その人との信

頼関係ができ、関わり

やすくなることにつな

がるため、様々な方法

を用いてその人を知る

努力が外からでは見え

にくい困りごとに気づ

くことにつながるので

はないかと考えまし

た。 

 



 

 

 大田原市福祉ふれあいまつりですが、今年度もバザーや舞台発表は行われませんでし

た。代りに、障害者週間に合わせて、大田原市役所本庁舎８階の展示スペースに各施設

から作品や活動報告を展示することになりました。 

 かりいほからも１１月２９日から１２月１７日までの間、利用者の作った絵や籠など

の創作品、うるしやリースなどの製品、お茶の生産についてのパネル等を展示しまし

た。また、余暇の時間を利用し、希望する利用者様を見学に引率しました。 

 自分の作品が展示されていたり、他の施設の作品を見学することで、より制作意欲が

湧いてきた利用者もいたようです。 

大田原市福祉ふれあい祭り 展示会 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wixsite.com/home 

２０２１ かりいほ 運動会 

１０月１９日かりいほの運動会を実施しました。今年も外部の方を招待せず、職員と利用者で

実施することになりました。 

競技については、パン食い競争や、玉入れなど伝統的種目以外に、段ボール積みやモルック、

風船運びなど新しい種目も取り入れました。 

特にモルックは、フィンランド発祥のボーリングのようなスポーツで、かりいほにある材料を

使って、ピンや投げる棒もつくりました。利用者も楽しかったようで、休憩時間もみんなでやっ

ていたほどでした。利用者受けもよかったので、お正月に施設内でモルック大会を開催しようと

考えているところです。 

今年の傾向としては、今まで積極的に参加しなかった利用者まで、自ら参加する人が増えたこ

とがあります。 

口にはあまり出しませんが、コロナ過で面会や外出が出来ない分、人との関わりや、行事への

参加機会を求めていたのではないかと感じました。 

 


